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公安委員会定例会議(第20回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和２年８月19日(水) 

       午後１時30分 ～ 午後４時20分 

   

第２ 出席者 曽我部委員長、渡部委員、増田委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官 

生活安全部長、刑事部長、交通部長、警備部長 

警察学校長、情報通信部長、総務課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 渡部委員説示 

   新型コロナウイルス感染症がまん延し始めたころは、少し我慢すればま

た元通りの生活に戻れるのではという淡い期待を抱いていました。しかし、

待っていても状況は変わらず、「気力を失ってはいけない。自分から変わ

らなければ！」と思い始めていた時期に、元小中学校の教員で愛媛大学名

誉教授を務めた方が記した一冊の本「子どものそばにすべてがある」に出

合いました。 

作者は、著書の中で、御自身の教員としての経験を踏まえつつ、“逆境

は未来への踏み台だ”などと前向きな気持ちを持つことが大事であると述

べられています。私も、コロナ禍に負けず、頑張っていかなければならな

いと勇気をもらいました。また、“子どものために学校があり、子どもの

ために私がある”という教育の原点ともいうべき言葉が紹介されています

が、この“子ども”を“県民”に、“学校”を“警察”に置き換えれば、

警察にも通じるところがあるのではないでしょうか。 

記録的な猛暑やコロナ禍など、業務を取り巻く環境は厳しいものがあり

ますが、引き続き、県民のための仕事という原点を忘れず取り組んでいた

だきたいと思います。 

 

２ 決裁事項 

 ⑴ 公安委員会定例会議の会議録 

    総務室から、令和２年第19回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 

  ⑵ 公安委員会宛て苦情申出の受理 

    総務室から、公安委員会宛て苦情申出の受理について伺いがあり了承

した。 
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  ⑶ 犯罪被害者等早期援助団体の規則に基づく書類提出 

    総務室から、犯罪被害者等早期援助団体の規則に基づく書類提出につ

いて伺いがあり了承した。 

  ⑷ 犯罪被害者等早期援助団体からの定期提出書類の提出 

    総務室から、犯罪被害者等早期援助団体からの定期提出書類の提出に

ついて伺いがあり了承した。 

  ⑸ 愛媛県暴力団排除条例の一部改正 

    刑事部から、愛媛県暴力団排除条例の一部改正について伺いがあり了

承した。 

  ⑹ 審査請求の審理経過及び裁決 

    交通部から、審査請求の審理経過及び裁決について伺いがあり了承し

た。 

  ⑺ 運転免許の行政処分に係る意見の聴取・聴聞 

    交通部から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞結果につ

いて報告があり、審議の結果19件の行政処分の決定について伺いがあり

了承した。 

 

３ 報告事項 

 ⑴ 新型コロナウイルス感染症対策 

   本部長から、新型コロナウイルス感染症対策に関する報告があった。 

 ⑵ 令和２年上半期の警察相談受理状況 

   総務室長から、令和２年上半期の警察相談受理状況について報告があ

った。 

 ⑶ 落とし物コールセンターの運用状況 

   警務部長から、落とし物コールセンターの運用状況について報告があ

った。 

   委員から、「引き続き、効率的かつ的確な運用に努めていただきたい」

との発言があった。 

 ⑷ 情報モラル映像教材の活用状況について 

   生活安全部長から、情報モラル映像教材の活用状況について報告があ

った。 

   委員から、「各所からの反響も多いなど、良い教材を作っていただい

た」との発言があった。 
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 ⑸ 「適正捜査 navi」の構築 

   刑事部長から、「適正捜査 navi」の構築について報告があった。 

   委員から、「良いシステムである。現場が効果的に活用できるよう、

引き続き、しっかりと運営管理を行っていただきたい」との発言があっ

た。 

 ⑹ 夏季の交通事故防止対策と秋の全国交通安全運動の実施 

   交通部長から、夏季の交通事故防止対策と秋の全国交通安全運動の実

施予定について報告があった。 

 ⑺ 苦情の受理及び処理状況 

   総務室から、苦情の受理及び処理状況（令和２年７月末）について報

告があった。 

 ⑻ 会計業務に関する報告 

   警務部から、会計業務に関する報告があった。 

 ⑼ 今治市石井町における殺人事件の発生・検挙 

   刑事部から、今治市石井町における殺人事件の発生及び検挙について

報告があった。 

 

４ その他 

本部長から「県民のために警察がいるということは、常に心に留めてお

きたい。コロナ禍という逆境を、業務を見つめ直すきっかけとするなど、

組織として活かしていきたい」との発言があった。 

                           以 上 


